
埴生遊水地整備が着工されます埴生遊水地整備が着工されます

【その他の主な紙面】

P4 大雨に備える ～ 「いつも」 の備えが 「もしも」 に活きる～

P5 第 5 弾 月の都 ちくま割、 デジタルクーポン発行支援事業

P22　ちくまトピックス （市内のニュース）
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集

和
元
年
東
日
本
台
風
災
害

で
は
、
千
曲
川
流
域
を
中

心
に
記
録
的
な
豪
雨
と
な
り
、
千

曲
川
上
流
域
か
ら
信
濃
川
中
流
域

の
広
域
に
わ
た
っ
て
、
堤
防
の

越え
っ
す
い水

氾は
ん
ら
ん濫

や
内な

い
す
い水

氾は
ん
ら
ん濫

に
よ
る
家

屋
の
浸
水
な
ど
、
流
域
全
体
に
甚

大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
令
和
２
年
１
月
に

「
信
濃
川
水
系
緊
急
治
水
対
策
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
策
定
さ
れ
、
国
、

県
、
市
町
村
が
連
携
し
て
流
域
一

体
と
な
っ
た
防
災
・
減
災
対
策
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
主
に
「
遊
水
地
整

備
」、「
河
道
掘
削
」
と
い
っ
た
取

り
組
み
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
遊
水
地
整

備
の
具
体
的
な
計
画
と
埴
生
遊
水

地
整
備
の
起
工
式
の
様
子
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

令

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
効
果

濃
川
水
系
緊
急
治
水
対
策
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
標
は
「
令

和
元
年
東
日
本
台
風
洪
水
に
お
け
る

千
曲
川
本
川
か
ら
の
越
水
等
に
よ
る

家
屋
部
の
浸
水
を
防
止
」
す
る
こ
と

で
す
。
今
回
整
備
に
着
手
さ
れ
る
埴

生
遊
水
地
を
は
じ
め
、
河
川
に
お
け

る
対
策
を
す
る
こ
と
で
、
令
和
元
年

東
日
本
台
風
の
洪
水
に
対
し
て
、
水

位
を
堤
防
高
以
下
に
低
下
さ
せ
る
効

果
が
得
ら
れ
ま
す
。

信

遊
水
地
の
計
画

生
遊
水
地
は
、
短
期
間
で
の

移
転
が
難
し
い
大
型
事
業
所

を
除
い
た
範
囲
で
計
画
が
進
め
ら
れ

て
き
ま
し
た
が
、
今
回
ゴ
ル
フ
練
習

場
部
分
に
つ
い
て
事
業
に
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
遊
水
地
を
広
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
下
図
の
と
お
り
、

千
曲
市
中
地
区
に
あ
る
霞か

す
み

堤て
い

内
を
事

業
地
と
し
て
、
事
業
面
積
は
約
10
㌶
、

遊
水
地
と
千
曲
川
を
仕
切
る
た
め
の

囲い
ぎ
ょ
う
て
い

繞
堤
と
な
る
現
在
の
堤
防
と
、
新

た
に
整
備
さ
れ
る
周
囲
堤
に
よ
り
遊

水
地
と
し
て
の
器
が
形
成
さ
れ
、
貯

水
容
量
を
約
30
万
立
方
㍍
と
す
る
計

画
で
す
。
増
水
時
に
囲
繞
堤
か
ら
洪

水
を
取
り
込
む
た
め
の
越え

つ
り
ゅ
う
て
い

流
堤
、
貯

水
し
た
洪
水
を
排
水
す
る
た
め
の

樋ひ
も
ん門

が
整
備
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
洪

水
時
に
千
曲
川
の
洪
水
が
東
林
坊
川

へ
逆
流
す
る
こ
と
で
市
街
地
に
浸
水

被
害
が
及
ば
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、

遊
水
地
整
備
に
合
わ
せ
て
背せ

わ
り
て
い

割
堤

（
２
つ
の
川
を
区
切
り
平
行
な
流
路

埴

と
す
る
堤
防
）
を
設
け
、
東と

う
り
ん
ぼ
う
が
わ

林
坊
川

と
千
曲
川
本
川
合
流
点
を
約
５
０
０

㍍
下
流
と
す
る
こ
と
で
、
水
位
上
昇

の
影
響
を
低
下
さ
せ
る
計
画
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
土
地
所
有
者
や
地
域

の
皆
さ
ま
へ
の
説
明
会
、
意
向
調
査

な
ど
を
行
な
い
、
関
係
す
る
皆
さ
ま

と
の
合
意
形
成
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

令
和
４
年
12
月
か
ら
は
用
地
取
得
に

着
手
し
、
こ
の
た
び
、
排
水
樋
門
の

工
事
が
着
手
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
引
き
続
き
、
国
と
と
も
に
関

係
す
る
皆
さ
ま
と
の
調
整
に
取
り
組

み
、
早
期
の
完
成
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
八
幡
地
区

の
平
和
橋
遊
水
地
に
つ
い
て
も
、
宅

地
部
の
浸
水
対
策
と
合
わ
せ
て
計
画

を
進
め
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま

の
安
全
・
安
心
に
繋
が
る
よ
う
、
２

つ
の
遊
水
地
整
備
や
河
道
掘
削
な
ど

の
治
水
対
策
を
国
と
連
携
し
て
進
め

て
い
き
ま
す
。

埴
生
遊
水
地
整
備　

起
工
式

土
交
通
省
千
曲
川
河
川
事
務

所
、
千
曲
川
改
修
期
成
同
盟

会
お
よ
び
市
の
主
催
で
、
５
月
25
日

（
木
）
に
埴
生
遊
水
地
整
備
の
起
工

国

▼
問
い
合
わ
せ
先　
道
路
河
川
課
（
内
線
３
２
１
２
）

　
国
土
交
通
省 

千
曲
川
河
川
事
務
所 

千
曲
川
緊
急
治
水
対
策
出

　
張
所
（
☎
０
２
６
９

－

６
７

－

０
４
５
０
）

▼埴生遊水地の全体像 （イメージ）

「H.W.L」（「H.W.L」（計計
け い か く こ う す い いけ い か く こ う す い い

画高水位画高水位）とは、洪水を安全に流すために定）とは、洪水を安全に流すために定
めた水位であり、計画や河川管理の基準となる水位です。めた水位であり、計画や河川管理の基準となる水位です。

式
を
執
り
行
な
い
ま
し
た
。

　
埴
生
遊
水
地
は
国
が
県
内
で
行
な

う
５
か
所
の
遊
水
地
整
備
計
画
の
う

ち
、
中
野
市
で
進
め
ら
れ
て
い
る

上か
み
い
ま
い

今
井
遊
水
地
と
と
も
に
国
の
北
陸

地
方
整
備
局
に
お
い
て
初
の
遊
水
地

整
備
に
着
手
す
る
も
の
で
す
。

　
起
工
式
に
は
国
や
県
、
地
区
内
の

関
係
者
ら
約
30
人
が
出
席
し
、
小
川

修
一
市
長
も
主
催
者
と
し
て
出
席
し

ま
し
た
。
式
典
で
は
北
陸
地
方
整
備

局
の
安あ

だ
ち達

孝た
か
み実

河
川
部
長
か
ら
「
埴

生
遊
水
地
整
備
に
よ
っ
て
効
果
が
発

揮
で
き
る
よ
う
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
く
」
と
の
言
葉
が
あ
り
ま

し
た
。
小
川
市
長
も
「
こ
の
起
工
式

を
機
に
今
後
の
遊
水
地
整
備
が
安
全

か
つ
早
急
に
進
め
ら
れ
、
市
民
の
安

全
・
安
心
と
千
曲
市
復
興
に
繋
が
る

こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
事
業

主
体
で
あ
る
国
土
交
通
省
と
最
大
限

連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
」

と
話
し
ま
し
た
。
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おと
くに泊まろう 大雨に備える

～ 「いつもいつも」 の備えが

「もしももしも」 に活きる～

　６月から10月までは、台風や集中豪雨による河川の増水、浸水、土砂災害などが発生しやすくなります。特に
７月は豪雨による災害が多く発生しています。日頃の備えを万全にして、発災時には時間と心に余裕を持った落
ち着いた行動で自身や大切な人を守りましょう。また、避難の際に困らないよう備蓄品は最低３日間の避難生活
ができる数量を確保し、保健衛生のため、マスクやアルコール消毒液なども用意しておきましょう。

１ 防災ガイドブックの確認を防災ガイドブックの確認を ２ 避難に役立つ情報を入手避難に役立つ情報を入手

４ とるべき行動の確認をとるべき行動の確認を３ 事前に避難先の検討を事前に避難先の検討を

　いざというときのために、市防災ガイドブッ
クを確認し、自分の住む地域で発生する可能性
のある浸水や土砂災害などのリスク
と災害時の行動を確認しましょう。
防災ガイドブックは市ホームペー
ジからも確認できます。

▼

防災ガイドブック

　災害時には、避難情報を千曲市メー
ル配信サービス、ホームページ、ＳＮ
Ｓや屋外告知放送などでお知らせしま
す。また、テレビやインターネットな
どからも防災情報を入手し、自らの判
断で行動できるよう準備しましょう。
　千曲市メール配信サービ
スに登録すると、屋外告知
放送の内容がスマホからも
確認できて便利です。

▼

千曲市メール
　配信サービス

　警戒レベル３で「高齢者等は避難」、警戒レベル４
で「全員避難」が基本となっていますが、これにと
らわれず、各自が適切なタイミングで避難できるよ
う、避難行動を時系列で整理する「マイタイムライン」
を家族で話し合って作成しましょう。

▼災害に関する警戒レベル

警戒レベル 住民がとるべき行動避難情報

緊急安全確保 命の危険　直ちに安全確保！災害発生
または切迫

危険な場所から全員避難災害の恐れ
高い 避難指示

危険な場所から高齢者等は避難災害の恐れ
あり 高齢者等避難

自らの避難行動を確認気象状況悪化 大雨・洪水・高潮注意報
（気象庁）

災害への心構えを高める今後、気象状況
悪化の恐れ

早期注意情報
（気象庁）

　自宅が浸水や土砂災害などの被害にあう可能
性がある場合はあらかじめ避難先を決めておきま
しょう。避難先は安全な場所にある親戚・知人宅
などへの分散避難にご協力ください。これらの避
難先がない場合は迷わず市が開設する避難場所
へ避難してください。

▼市で優先的に開設する避難所 ・ 避難場所

　市内の小・中学校、人権ふれあいセンター、こ
　とぶきアリーナ千曲、ふれあい福祉センター（旧
　戸倉庁舎）

▼車専用の避難場所

　森将軍塚古墳館、第一・第二学校給食セン
　ター、さらしなの里歴史資料館

　5　令和５年７月

第　
　

弾

５ 月の都　ちくま割

　市内の旅館・ホテルに宿泊する人を対象に宿泊費用を割引する「月
の都 ちくま割」第５弾を実施します。

▼実施期間

　７月１日（土）～８月 31 日（木）
▼割引の対象となる宿泊　

　１人１泊あたり、5,000 円以上の宿泊

▼割引額

　１人１泊あたり、平日 3,000 円、休日 1,500 円
＊休日割引額は宿泊日とその翌日が「土曜日、日曜日、祝日」のい
　ずれかに該当する場合に適用し、それ以外は
　平日割引額を適用します。

▼割引対象となる宿泊施設など

　右の二次元コードから確認してください。

☎一般社団法人 信州千曲観光局（026-261-0300）

▼こちらのポスターが目印です

☎危機管理防災課（内線4161）

第２弾　デジタルクーポン発行支援事業第２弾　デジタルクーポン発行支援事業

　市では、昨年度実施した「デジタルクーポン発行支援事業」の第
２弾を実施します。市内の対象店舗でインターネットやスマホアプ
リからデジタルクーポンを取得して利用すると、お得に買い物がで
きます。

▼利用期間

　７月 15 日（土）～８月 31 日（木）

▼利用店舗

　右のポスターが掲示された市内の中小規模店舗

▼発行されるクーポンの種類や特典など

　店舗により異なります。第１弾では決済額の最大 20% 分の
　PayPay ポイントを付与するクーポンなどが発行されています。
＊対象の店舗や店舗ごとの特典の内容などは７月上旬以降に、順次
　市ホームページに公開します。

▼問い合わせ先

　千曲市デジタルクーポン発行支援事業事務局（株式会社アサヒ
エージェンシー内、☎026-233-2230、受付時間 平日午前９時～
午後５時）

＊本事業は株式会社アサヒエージェンシーが、市からの受託により
　事務局を務めています。


